
【事業概要】 Fujisawa SST 内における共同輸配送

・住宅地内の物流拠点に各社の荷物を集約し、ヤマト運輸が各世帯へ一括配送。
・ネットで購入した近隣商業施設等の商品をセンターに集約、戸毎に取りまとめ配達。
・一括宅配により、高密度な集配が可能となり、宅配効率が向上。
・住宅地内を走行するトラックが減少し、ＣＯ２が削減され、安全な住環境を提供。

 ヤマト運輸は参画事業者と共同して、「物流の効率化」と「サービスの向上」を実現するために、「宅配便
の一括配送」を平成28年11月より開始する。

 国土交通省は、平成28年10月25日付けで改正物流総合効率化の規定により総合効率化計画として認定。

○宅配便の一括配送 （神奈川県藤沢市）

計画面積：約19.3ha

住宅（戸建：約600区画、集合住宅：約400戸）：約16.3ha

商業施設：約1.1ha／福祉・健康・教育施設：約1.0ha

公益施設：約0.9ha
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